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◇ 指議方法

机の 上 に カー ドを 並 ぺ、 散 師 がサイ ン や身 優 り

を加 えな が ら、 あい さ つの 言 葉 を言 う． 児 量 が そ

れ を 見た り、 聞 いた り して、 徴師 の 動き を模 値 し

た り、 言 わ れ たカ ー ドを 還 ん だり する。 ま た、 教

師の ｒこ れは 何 ？」 の 間い に 対 し、 給を 見 て、 自

分 か ら言 業 を出 した り、 サ イ ン を 出 した り する．
文 字 と 言 葉 を 対 応 さ せ る た め、 声 を 出 しな が

ら、 裏面 の 文宇 を 一 結 に指 で迫 う．
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◇ 拍議のねらい

練り 返 し学 習 す るこ と で、 そ れぞれ の 場 面に

あっ たあいさ つの言葉 を自 分か ら出す ように

な る こ と を’ａら ラｏ

◇ 指構の呼価

どんな 子 ども に 対 して、 どんな 劾 果が あっ た か

内 着 落 はた＜ さ んあ るが、 日 格 生活 にお い て

言 葉が 出 にく い 子 ども に対 し、 こ のカ ー ドを 使

った 学 習 を標 り 返 し行り た．

１まじめの う ち は、 教師 が サイ ンを示 しなが ら

言業 を 言 い、 言り た 言業 と 絵カ ー ドの マ ッチ ン

グを行 った． サイ ンを見 て、 状 況 が分 かり、 カ
ー ドが 握 ぺる よう になっ た． 次 に サイ ン な しで

言葉だけを聞いてカー ドを還ぷ掌習を行りた。
業 り返すこ とで言業 を聞く だけで陽面が分 か

り、 カ ー ドが 遺 ぺる よう に なつ た．

カー ドを選ぷ学習と同時に、 カ
」 ドの表の桧

と 裏 の 丈字 を 対応 さ せた り、 声 を 出 してあ い さ

つの 言 業を 言 っ たり する 学 習を 行 りて きた。 ５

月 から学習を締けたところ、 絵を見て自分 から

あ い さ つ の 言 業 を 出 す こ と が でき る よ う１こな

って き た． 文 字を 見 て、 言 美 を 言 う段 階１こは未

だ 董 っ て い な い が、 今 後 も 学 習 を 継 締 して い

く ．

宿 泊 学習 の 目程 表 で、 この 図 の一 部 を後用 し

たと こ ろ、 活 動の 意 喋が 分 かり、 見通 しを 狩っ

て 盾動 に参 加 する こ とが でき た．

ま だ＝、 自 分 から 言 業を一出す と い う場 面‘：１＝少 な

い が
、
こ の よ う な 絵 カ ー ド を：１ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ンの 手 援と して活用 して いく こ と で、 相 手 に伝

えたいとい う気持ちや 伝わると うれしいと い

う緩 ○ を積 み 量ね て いき た い。


